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せいわ健康を考える会 

～松阪中央総合病院 谷口医師による～ 

救急時の対応について 
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基 

基本的な感染対策とは、「三つの密」の回避、「人と人との距離の確保」、「マスクの着用」、「手洗い等の手指衛生」、「換気」等をいいます 

このうち「マスクの着用」の考え方については、令和 5 年 3 月 13 日から個人の主体的な選択を尊重し、着用は個人の判断に委ねることが

基本となりました。 

ただし、次のような場面では気をつけましょう 

 

周囲の人に感染を広げないために「マスクを着用しましょう」 

☑受診時や医療機関・高齢者施設などを訪問する時 

☑通勤ラッシュ時など混雑した電車・バスに乗車する時 

 

 

自分を感染から守るために「マスク着用が効果的です」 

☑高齢者 基礎疾患を有する方 妊婦 

☑重症化リスクの高い方が感染拡大時に混雑した場所に行く時 

 

                                                  

☆感染症予防方法の基本を見直しましょう☆ 

～手洗いについて～ 

・手洗いの前に爪は短く切り、時計や指輪は 

外しましょう。 

・指の間や指先、手首の洗い残しに注意しましょう。 

・外出からの帰宅時や調理の前後、食事前などこまめ 

に洗いましょう。 

 

多気町ユーチューブ「新型コロナウイルス対策 

ほっとーⅰたき令和２年４月放送分」にて紹介してい

ます♪ 

これらの他にもバランスの良い食事や十分な睡眠等、 

生活リズムを整えて、健康を維持しましょう！ 

参考：厚生労働省 HP 

＜ひよどり城址と整備の概要＞ 

ひよどり城は、約 470 年程前、織田勢と北畠勢合戦の際に、上出江・ 

下出江・茅原の境界、標高約 266ｍの山頂につくられた山城である。 

長年その道は閉ざされた様な状態であったが、令和元年に地元の有志が集っ

て「ひよどりの会」を立ち上げ、登山者が増えることを願って整備を進めて 

いる。昨年は、勢和中学生ボランティアも参加して、登山道や遺構名の看板・

木の名前札も設置。頂上の伐採も進み、素晴らしい山並みの眺望を楽しめるよ

うになった。 

 

☆感動や発見がいっぱい☆ 

山登りは健康増進・認知症予防に効果のあるということで、先日、健康を 

考える会でひよどり城址に登ることになりました。 

「わー、大きな木❣」「桜の花びら・椿、きれい～❣」「木が折れとる～❣」等

など、感動の声がいっぱい❣そのたびに「どれどれ❓」とおしゃべりと笑い声

の花が咲き、心も身体ものびやかに動いて気分爽快！ 

 そして、その皆さんの発見から、今まで見過ごしていたひよどり城址登山道に

ある価値に改めて気づかされたことでした。ありがとうございました。 


